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80年代 後 半 以 降,中 国 に お け る 地 域 間 の 入 口 移 動,特 に 農 村 か ら沿 海 大 都 市
地 域 へ の 移 動 は 急 増 して い る 。 厳 し い 戸 籍 管 理 制 度 が 続 け て い る 中 国 で は,移
動 先 の 都 市 戸 籍 が 簡 単 に 得 ら れ な い の で,移 動 者 の ほ と ん ど は 戸 籍 を 移 さ な い
ま ま 移 動 す る とい う こ と か ら,「 流 動 人 口 」 と呼 ば れ て い る 。1990年の 第 四 回
中 国 人 ロ セ ンサ ス の 調 査 結 果 に よ る と,1985年7月 一1990年7月 の5年 間 に,
戸 籍 の 移 動 を 伴 っ て 県 を 越 え て 移 動 し た 人 口(「 遷 移.人[」 と い う)の 数 は
ユ1249万.人で あ る が,1990年7月 ユ ロ 時 点 の 全 国 の 「流 動 人 口 」 は,戸 籍 登 録
地 を 離 れ て 県 外 に.1年 以 上 経 過 し た 者 だ け で も2,135万人 に の ぼ っ た ㌔ こ の よ
う な 大 規 模 な 「流 動.人[」 移 動 現 象 は 中 国 国 内 外 に 大 き な 関 心 を も た れ て お り,
そ れ に 関 す る 専 門 調 査 も 一 部 の 大 都 市 で 行 わ れ て い る 。
経 済 成 長 に 伴 う急 激 な 向 都 移 動 現 象 は 多 く の 国 で み ら れ た し,今 日 もみ ら れ
て い る 。 こ の 現 象 に 対 す る 先 駆 的 な 理 論 分 析 は ル イ ス(Lewis,1954)の二 重
構 造 経 済 発 展 理 論21お よ び トダ ロ(Todaro,1969)など に よ っ て 展 開 さ れ る 農
村 都 市 間 人 口 移 動 理 論 舗 で あ る 。 ル イ ス は 限 界 生 産 性 が ゼ ロ に近 い 余 剰 労 働
















この理論に基づいて,ト ダロらはルイス ・モデルの都市部門の完全雇用 という
非現実的な仮定を修正 し,都市への人口移動数}ま,農村都市間期待賃金格差
(≡都市近代部門の賃金に就業確率を乗 じたものの所得流列の現在価値 と農村
の賃金所得流列の現在価値の差)の 関数であると指摘 し,都市失業を許容 した
まま,人口移動 と経済発展の均衡する.メカニズムを提示 した。 しかし,これ ら
二部門構造に基づ く理論モデルは農村一都市間の人目移動現象に重要な分析の













5〕 中西 徹q991),「 ス ラム の経 済学 」,東 京 大 学 出版 会 。
6)渡 辺 利 夫 ほ か の 「図 説 中 国経 済 」(1993,日本 評 論 社)参 照 。
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要因を解 明 しようとす るもので あ り,以 下の点 について分析 を行 う。
a)流 動人口の急増動向 と流動人口の特徴 を明 らか にす る。
b>流 動入nの 転 出地分布か ら,流 動 人口急増 の地域 間所得 格差背景 を明
らか にす る。
の 流動人口の就業構造 とインフォーマ ル ・セク ターの役割 を考察す る。
d)外 国 資 本の導 入 を中心 とす る 「対外 開放」 とイ ンフ ォー マ ル ・セ ク
ターの膨張の関係 を検 討す る。
II上海における流動人口規模の推移
1.分析地域の範囲と流動人口の概念
上海 は中国の三つの中央直轄市の1つ であ り,全 国の30の省 レベ ル行政区の
内,経 済発展水準 の最 も高 い地域であ る。.F-A市の行政区 は,市 区の14区と郊
外 の9県 か ら構成され,そ の.面積 は1958年以後ほぼ変わ りが な く,6400平方キ
ロメー トルである。本稿で取 り扱 われ る上 海都市圏 の範囲は この上海行政区を
指す。
上海都市圏の中心部(.市区)の 人口密度 の高 さは世界的 にも有数 とい.える。
都市問題の悪化を避 けるため に,50年代か ら,全 国各都市の内に も,上 海への
「人 口遷移」(耳戸 籍の移 しを伴 う移動)は 最 も厳 し く管理 され て きた。食
糧 ・住宅 ・労働市場が存在 して.いなか った計画経済時期の中国では,移 動先 の
都 市の戸籍が得 られないと,当 該都市 での安価 な食糧の受給 ・正式な就業 ・住
宅の配分 ・ほかの福祉制度 の利用な どの資格 もほぼ ないので,人 々は無許可で
都市 に移動 して も,生 計 を維持す ることは不可能 に近い。 こう して,70年代末
まで の長い間に,厳 しい戸籍管理制度を通 じて,上 海への 自発的な人口移動 は
有効的 にコン トロールされ てきた。
ところが,80年代半 ば以 降の上海 において,厳 しい戸籍管理制度が続いてい
るものの,種 々の原因 と目的で上海の戸籍を持 たず に流.大した人口,即 ち 「流








登録 に基づ くものであ り,流 動人口の動向をまった く反映で きない。全国人口
セ ンサ スも,戸 籍 登録地 を離れてか ら一年以下経過 した ものを現在地の調査 対
象か ら除外 している とい う欠点があ る。流動 人口の実態 を把握す るため に,上
海市統計 局 ・上海 市公安局お よび関連研 究機構 ・大学 の協力 によって,こ れま
で84年8月ユ0目の第1回,85年9月12日 の第2回,86年8月27日 の第3回,88
年10月20口の第4回 お よび最近の93年12月10日に計5回 の流動.人口調査(最 近
の2回 はいずれ も2%抽 出調査である)が 行われ た。 ここでの流動 人口 とは,
調査 時点で,現 住地 に滞在 して るが,戸 籍が ほか の県(区)に あ るとい う人口
であ る,と 定義 されてい る。具体的にいえば,上 海 における流動人口 とは,次
の対象 を含んでいる。
α)上 海都市 圏以外 の地域(外 雀 ・海外)か らの流動 人口。
(2)上海都市 圏内の県 と区の問の流動 人1コ,及び県 と県 の間の流動人口6た
だ し,区 と区 の問の流動人口は除外 されている。
上 海 におけ る流動 人口の滞在場所 には,民 間住宅,集 団宿舎,お よび ホテ
ル ・招待所,病 院,駅,.水 上船舶,工 事現場 の臨時住所な どがある。 その うち,
民 間住宅 と集団宿舎に滞在 している流動人 口は 「市民権」に相 当す る.htの戸
籍 を持 っていないが,都 市の 日常生活 と密接 に関わ って お り,「準市 民」 の性
格 を持 ってい ると考え られる。本研究 の対象 とな っているのぽこれ らの民間住
宅 ・集団宿舎 に居住 している流動人 口であ る。
2.流動人口規模の推移
第1表 はユ984年か ら1993年にか けての.ヒ海 における流動人 口(民 間住宅 ・集
団宿舎に滞在 している ものを指す)の 規模の推移 を示 してい る。
国表か ら,上 海における流動 入口の動向については,次 の2つ の特徴が確認
で きる。
(1)80年代 に入ってか ら,流 動人[1は一貫増加 しているが,88年までは,そ
の規模 と上海の戸籍人 口数の比率は まだ低 い レベ ルにとどまっている。 し
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第 τ表 上海における流動人口規模の推移 (万人}
調 査 時 期 1984年 1985年 互986年1988年 1993年 ・
上海の戸籍人Li〔P 1205 1217 1232 1262 ユ295
市.区(2) 688 698 710 733 948
郊 県 〔3) 517 519 522 529 347
上海の流動人口 〔4) 40 51 69 75.8 223
市 区 〔5) 180.2
郊 県 〔6〕 42.8
〔4レ〔1}*100〔7)3.32 4.19 5.60 6.01 17.22
出所〕 ト海統計局編の 「上海流動 人口」(巾國統計 出版社.1989年〕お よび
同局編の 第5回 〔1993)上海流動 人[調 査 データ集計」 〔1995年)に
よ り作成。
か し,88年以 降の5年 間に,流 動 入口は急速 に増加 してお り,そ の増加幅
(147.2万人)は 上海の戸籍 人口の 同期 の増加幅(33万人〉の4,5倍に も近
く,非 常 に目立つ となってい る。
② 流動人口の八割以上がすでに過密状態 の上 海の市区 に流入 してお り,都
市への移動指 向が非常 に強い。流動 人[の 推移 は上海都 市圏の都市化 と都
市問題の動 向に大 きな影響 を及ぼす と予想 される。
3.流動人ロの特徴
(1〕年齢構造
人口学者A・ ロジ ャーズ(Rogers,1984)はい くつかの国 の年齢別移動率 の
プロフィー ル(ageprofile)の比較研 究か ら,年 齢別か ら見 た移動率 は乳児 の
ときはやや高 く,義 務教育年齢 にな ると,非 常 に低 くなるが,労 働 年齢 になる
と急速に高ま って,20歳前後 に最大 とな るピー クを作 った後,ゆ るやかに低下
し,地 域によ って,60歳の定年年齢の前後にまた小 さな ピークが出現 す るとい























出 所)「 第5回(1997)上 海流 動 人[調 査 デ ー タ集 計1(1995年}に よ り作 成
上海 に流 入 した流動人口の年齢構造 は,男 女 とも2⑪一24歳組を ピー クとして,
15～34歳の若年労働 人 口の割 合が高 くなってお り,曲 線 の形 は ロジャー ズの
「典 型的な人口移動 プロフィー ル」 曲線 とか な り似か よっている ことが分か る。
② 転 入前 の職業構造 と転入理 由
第2図 は,上 海 に流入 した流動人口の転人前の職業を示 してお り,流 動人口
の7割 以上は農業労働者で あったこ とを示 してい る。 また,「学齢前 子供」 の




























































学生」 の一部 も農村か らの転 入 と見 る ことがで きるので,流 動 人1.;.全体 の約
8.5割は農村か ら転入 したもの と考 え られる。
それで は,流 動人口はいかなる理 由で上海 に流入 してい るのであろ う。表2
によって88年の第4回 と93年の第5同 調査 に基づいて まとめた流動 人口の流入
理巾をみ よ う。
第2表 上海の流動人口の流入原因















.ヒ表か ら見 られ るように,上 海における流動 人口の第一位の流入理由は経 済
活動であ る。 また,88年と93年の調査 を比べ ると,流 動人 口の内に,経 済活動
を従事 している人の比率はかな りに伸 びたことが分か る。社会活動型 と分類 さ
れ る流入人口の一部 も実際に経 済活動 に従事 してい るとい うことを考 えると,
93年現在の上海流動 人口の75%以上,約170/i人近 くは各種 の経 済活動 と関 っ
ている と考 えられ る。
(3)学歴.構造
移動者 の年齢構造が若いので,そ の教育水準 は転出地人「..1の平均 レベ ルよ り,
一般 的に高い と見 られ る。第3図 か ら,上 海 に転入 した流動 人口の文盲 ・半文
盲 の比率 は低 く,中 学以上の教 育を受 けた者 の比率は全国の同比率 をか な り上
回 ってい る ことがわか る。 しか し,同 図は流動人 口の中の高卒以.ヒ者 の比率が
流入先 の上海の全体人口の同比率 と比べ ると,非 常に低い ことも示 してい る。





















高 卒:中 卒 小 学 程 度 文 盲 半 文 盲
,111993)上海流動 人口調査 デー タ集書1.」(L995年}によ り作成
(4)滞在時間構 造
第4図 は上海における滞在時 間別の流動 人口数 とその推移 を示 している。同
図による と,93年の流動人[.1の7割強(約160万人)は 滞在時 間が一年未満で
あ るが,滞 在 時間が....・年越 える者 も3割 近 く(約60万人)と な っている。88年
に比べる と,滞 在時間が3日 以下の流動 人口(主 に買い物客 ・観光客 ・親族訪
問者)の 数 はあま り変わ っていないが,他 の時間別の流動人II数いず れ も大幅
に増 えている。 この動向は,流 動.人Hの内,出 稼 ぎ労働 者が中心で あ り,事 実
上 の常住人[に な る人口数 も増 えてい ることを物語 っている。






















以 上 の 分 析 か ら,急 増 し て い る 上 海 の 流 動.人口 の 主 流 は,III等教 育 を 受 け た
..一一『一 ■閣
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ものが主で,経 済 的動機で農村か ら転出 した若い労働力であ り,そ のかな り部





第3表 は上海に転入 した流動人口の転出地の都市一農村別分布 の劇的な変化
を示 してい る。
第3表 流動人口の転出地の都市一農村分布の推移

















同表 による と,1984年に,農 村人口は全 国総 入口の八割を 占めたのに対 して,
上海への流動.人口の うち,農 村か ら転出 した者 の比率 はわずか30%しかない。
これ に対 して,ユ993年に,農 村人口の全国総人口に占める比率 は73%と減少 し
たが,上 海への流動 入口の うち,農 村か ら転出 した者 の比率 は85%まで急増 し
た。流動 人1.1の転 出地の都市一農村分布の こうした急激 な変化 ぽなぜ起 きたの
であ ろうか 。 この十年間 に起 きた次の2つ の変化 に注 目 しな ければな らない。
まず,農 村余剰労働.力問題の顕在化 と移動管理 の緩和であ る。70年代末か ら,
中国 は 「改革 ・開放」方針 を打 ち出 し,「農村経済体制改 革」 と呼ばれ る多様
な改革 の試み をは じめた。 これ らの改 革の中心 の一つ としては,人 民公社 の解
体 と農業生産経営の 「家庭請負制度」 の登場が ある。1985年までに,農 民 の日




どの農民 は,か つての公社社 員か ら,個 人経営者に転 身 し,こ れ まで ないほ ど
大 きな移動 自由を持つ ようになった。それ とともに,改 革による農業労働 生産
性 の大幅の上昇に伴 って 「人民公社」時代に蓄積された労働力余剰問題 も急に
表面化 した。いま全 国2億 人 を越 える農村余剰 労働 力の約半分 は 「郷鎮企業」
に吸収 されているが,残 る.半分に とって,増 収 の道 は農村か ら転出す るしかな
い とい うことが現状であ る。
もう一つ は,80年代半ばか ら都 市一 農村.問の所得水準格差が再 び拡大 した こ
とであ る。]984年以降,中 国は農村経済改 革の成功 を踏 まえて,改 革の重点 を
都 市部に移 し,国 有企業の経営体制 ・中枢都 市の産業構造 ・財政体制 な どにつ
いて,一 連 の改革 を実施 した。さ らに,中 央政府 は海外資本 ・生産技術 ・経営
方式 の急速 な導入 を目指 し,広 東 ・福建 両省 の4つ の経済特別区(1980年に設
立)に くわ えて,1984年には,上 海な ど14の沿海都市 を 「対外開放都市」 と指
定 した。 このような一連の改革開放政 策によって,中 国都市部の就業機会 と所









出所)「 中国統計年鑑1993」(中国統 計出版 社,1994年)によ り作成
第5図 は 消 費 水 準 か ら み た 都 市 部 と農 村 部 間 の 所 得 格 差 の 推 移 を 示 して い る
が,拡 大 しつ つ あ る 市 民 と 農 民 の 生 活 格 差 を 反 映 して い る 。 「rl国国 統 計 年 鑑 ・
1993」で 発 表 さ れ て い る 「中 国 の 耐 久 消 費 財 の 普 及 率 調 査 」 の 結 果 を み る と,
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1992年に,約3億 人の都 市部には,百 世帯 あた りの冷蔵庫 ・洗濯機 ・カラーテ
レビの保有率 はそれぞれ52.6%,83,4%,74.9%であ ったに対 して,9億 人近
くの農村部 には,同 比率 はそれぞれ2.2%,12.2%,8,1%しがなかった。 この
ような実 質的な生活格差の存在 はテ レビ放送 などによって,農 民 に知 られ,農
村の消費パ ター ンと農民 の移動意志決定 に大 きな影響を与えているこ とは多 く
の社 会記事お よび文学作 品で,よ く描かれてい る。
以上 の分析 を整理す ると,1985年以降 に深刻化 した農村余剰労働力問題 と労
働 力に対す る移動管理の緩和,お よび都市一農村間所得格差 の拡 大が農村か ら
上海 に転入 した流動人 口急増 の重 要な要 因 と考 えられ るだろ う。
2.転出地の地域別構成
広 い国土 を持つ 中国では,深 刻 な都市一 農村 間の格差がある とともに,地 域
闇経 済格差 もか な り大 きい。80年代後期以降,経 済特区 ・開放都市 などの重要
都市 が集 中 してい る沿海地域 の高度経済成長 とともに,沿 海省 ・市 と内陸諸省
の間の経済格差 は更に拡大 してい る。即ち,同 じ農民で も省 によって,収 入機
会 と収入水 準 はか な りの差が ある。 この ような背景の もとで,上 海 に転入 した


















東北 華 北 中 心 華東 周辺 華 東 華 中 華 南 西 南 西北
出所)同 第 三表。ただ し,外 国および上海都 市圏内 の県(区 〉か らの転出が
除外 されている。
注〉 縦軸は客転出地か ら..L海へ の流動 人口数が上 海の流動人II総数 に占め
るよヒ準を示す。
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第6図 は1988年と1993年の調査 で分か った上 海の流動人口の転出地分布 の推
移 を示 してい る。ある省か ら上海への人口移動規模 については,そ の最 も重要
な規定要因は 「両 地域 間の距離」及 び 「転 出地 の人 口規模」であ ることが別の
論文で実 証されたが御,こ こで,注 目 したいのは各省か らの転入数 の増加率で
あ る。同図か ら,.ヒ海への流動 人口の転 出地分布 には次の動向が見 られる。
(1>1988年の調査結果 と1:ヒべる と,1993年の場合 には,上 海に転入 した流動
人1.1のほ とんどは,依 然 として近隣の華 東諸省か らの流 入が多いが,経 済
先進 省の江蘇省 と浙江省(中 心華東)か らの比率は急減 し,経 済発展 の遅
れた安徽省 と江西省な どを含 む周辺華東か らの比率が大幅に上昇 した。特
に安徽 省は浙江省 を抜 いて上 海への流動 人口の2番 目の転 出省 にな り,
「江蘇1,i折江2」 とい う伝 統的な上 海移民 の転出地分布を一新 した。
(2)88年と比べ る と,93年の流動人口全体 の内,高 度経済成長を続 けている
華南,北 京を中心 とす る華北,お よび大連 な どの工業都市が集中 している
東北 地域 な どの東部沿海地域 か ら転 出 した者の比率は減少 したが,四 川省
をは じめ とす る多 くの内陸省を含 む西南 ・中南地域か らの転 出人口の比率
は上昇 してい る。(ただ し,西 北 地域 か ら転 出 した者の比率 の減少は,60
年代 中期 および 「文化人革命」(1966-1976)の期 間に新彊 ・青 海へ下放
され た人 々の還流の沈静化 による結果 と見 られる',。)
以一ヒの特 徴 を確認す るために,1988年一1993年の間に上海 に流入 した流動 人
口の地域別増加率 と.各地域所得水準 との関係 を第4表 によってみ よう。
第4表 か ら,転 出地別流動.人口の増加率 ぽ当該地域 の経済.水準 とか な り強 く
負 の相 関を持 ってい ることが分か る。 この結果か ら,低 所得地域 か ら転 出 した
流動 人口の増加幅 は相対的に高所 得地域 よ り大 き く,上 海の流動 人[全 体の急
増 に大 いに寄与 してい ることは明 らか である。
8)戴 二彪,(1994),中国における三大都市圏の人口流 入の地域 パ ターンとその規定要因,応 用
地域学会(ARSC)第8回研 究発喪大会。
9)張1'll殿主編の 「上海人]遷 移の研究」(1989、..L海社会科学院出版社)参 照。
120(454)第158巻 第4号
第4表 転 出 地 別流 動 人 口 の増 加 率 と地 域 所 得 水 準(92年)の 相 関 関係






































出所)地 域所得水準デー タは 「中国統計年鑑1993」に より計算。
IV上 海 における流動人口の就業様 態 とインフォーマル ・セ クターの役割
前節 の分析か ら,拡 大 しつつある都市一 農村間の所得格差 と地域 間所得格差
は上海 の流動人1.r急増 の重 要な経済背景 にな っている ことが分か った。 しか し,
..ヒ海 は中国の国有企業 の もっと も集中す る都市で あ り,市 場経済体制への転換
につれて,多 くの企業内部の労働 力:余剰問題 も表面化 しつつある。1993年の統
計 による と,企 業経営不 良および企業採算上のため,16万人の...ヒ海戸籍 の在職
労働 者は定年前か ら所在 の企業 に退職 させ られたゆ。 この ような厳 しい労働市
場 の中で.ユ70万.人の労動力 を中心 とす る膨 大の流動人 口はいか に して,生 活
を維持 してい るのか。本節 は,流 動人口の就 業実態 を考察 しなが ら,い わゆる
「インフォーマル ・セクター」の労働力吸収 の役割 を検証 しよう。
1.イ ン フ ォ ー マ ル ・セ ク タ ー の 概 念
イ ン フ ォ ー マ ル ・セ ク タ ー の 概 念 は1971年 ガ ー ナ の ス ラ ム 調 査 の 際 ,英 国 学
者 の ハ ー ト(Hart,1973)に よ っ て,「 イ ン フ ォ ー マ ル な 所 得 稼 得 機 会 」 と し
て は じ め て 導 入 さ れ た がn},そ の 後.ILO,世 界 銀 行 が こ の 概 念 を 採 用 し ,




都市雇用 と居住環境 を中心 とす る大規模 な国際比較研 究を行い,広 く使用 され
るよ うになつだ ㌔ この概 念は ルイス流の 「重構造の経済発展 理論で無視 され
た都市部の インフォーマルな就業機会の役割に対する再評価 を喚起 させ,発 展
途上国の都市 化のメカニズムに新たな視 点をあたえたといわれてい る童言卜.
ところが,イ ンフ ォーマル ・セク ター とはフ ォーマル ・セ クターか ら区別 さ
れる 「残余の セクター」であ り,す なわ ち,近 代的な制度によ り企業 と しての
形態が確立 されている経済組織や公共部 門か ら構成 される部 門以外 の事業体お
よび経済活動であ るとい う認識 は共通で あるが,こ れ までの関連研究 をみ ると,
「イ ンフ ォーマ ル ・セ クター」 の厳密 な意味での定義はまだ確立 してい ない状
況 に あ る。 どの よ うな業種 ・職種 ・規 模 の経済 活動 あ るい は事業 体 が イ ン
フ ォーマ ル ・セ クター として分類 され るかについては研究者 によって,か な り
異な っている。新津氏(ユ989>はこれ までの関連研究 を整理 して,イ ンフォー
マル ・セクターに該当職業 はもっとも包括 的には,a.伝 統 部門,b.中 間部
門,c.自 営的サー ビス部門,d.フ ォーマ ル ・セクター直接依存部 門の四つ
の下位部 門か ら構 成されている と指摘 した助。
a.「伝統的部門」には大工 など土着 の技術 を背景 とす る職 人層が 含まれ る。
b.「中間部 門」 とは,ま ず 生産 され る商 品が伝 統的商品で はない こと,あ
るいは伝統的商品であ って も何 らか の形で,近 代的道具や技術がか な りの
程度使用 されてい る場.合で ある。
c.「自営 的 サー ビス業」 には,個 人 ・世帯経 営 を中心 とす る小規模 の販
売 ・流通業 とサー ビスが含 まれ る。 インフォーマル ・セクターと しては通
常 この分野 に含 まれ る ものが もっとも多い,ま たその典型 とされ る。
d.フ ォーマル ・セクター直接 依存部門」 の職業 と してぽ,事 業体 の臨時雇
用者 および家事サー ビス労働 者な どが含 まれ る。
12)Seヒhurama叫S.V.(ed)、〈ユ981),TheUrban【n`ormalSeGtorInDeりdopi㎎Cり皿trie5=Em・
ployment、PovertyAndFnvironrncnt,ILO,Geneva.
13)伊 豫 谷 と しお,〔1993),「変 貌 す る 世界 都市 」,有 斐 閣 。
14)新 津 晃 一 ほ か,(1989),「現 代 ア ジア の ス ラ ム⊥ 明 石 書 店 。
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以上の分類 において,dで 取 り上 げた職種 はフォーマル ・セクターに分類す
べ きとも考え られ るが,多 くの論者 はインフォーマル ・セ クターに含 まれ る職
業 として分類 している。なぜならば,こ れ らの職種の仕事 内容 はほ とん ど 「3
K](危 険 ・汚い ・きつい)性 のある体力 労働 であ るとと もに,雇 用契約 な ど
がか な り不明確あ るいは非常雇契約 に基づ く職業であ り,且 つ また典型的な都
市貧困層の職業で もあるか らであ る。上海の実情 をみ ると,上 述 した分類 は上
海 にも大体適用す る と思われ る。
2.流動人口の就業様態 とインフォーマル ・セクターの役割
上述 した分類を参考 して,上 海の流動人nの 就 業構造 を示 したのが第5表 で
ある。
同表 か ら,流 入労働 力 の9割 り以.ヒ(160万.人)はイ ンフォー マ ル ・セ ク
ター に吸収されてお り,イ ンフ ォーマ ル ・セ クターは流 入労働力の主な受 け皿
となっている ことがわか る。 これ はフォーマル ・セ クター労働市場 にお ける戸
籍制限の厳 しい上海で は,流 入労働ノJは低学歴の要因 もあって,イ ンフォーマ
ル ・セ クターに依存せ ざるをえない ことを物語 ってい ると思われ る。
ところで,イ ンフ ォーマ ル ・セクターで働 いている流動人口の所得水準 は ど
うな っているので あろうか。流動人口の規模 ・構造の動 向を理解す るために,
この点を解 明 しなければ ならない。 これ まで の5回 の流動人口調査で は,流 動
入口の収 入状況 に関す る調査 が1回 も行われ てい なか ったが,他 の産業別の賃
金調査 ・統計資料 および筆者の 自らの直接調査 によって,上 海の インフ ォーマ
ル ・セク ターに属す流入労働者 は大体 イ)高 所得層,ロ)平 均所得層,ハ)低
所得層 などの3つ の グルー プに分 け られ ると思われ る。
イ)高 所得層 とは,年 収(貨 幣収入)が 少 な くともh海 労働者の平均年収の
3倍以上 の層 を指 し,建 設 プロ ジェク トの下請 け業者 〔原語 は 「包工頭」),
服装 ・家具関係 の私有工場 の所有者,借 店経営者 な どか ら構成され る。彼




イ ンフ ォー マ ル ・セ ク タ ー に含 まれ る主 な 職種
大工,石 工,漬 け物屋,印 鑑工,伝 統工芸品職人
家具づ くり,服装仕立て工場,豆 腐屋,制 粉(面)業 者
修 理 サ ー ビ ス業1靴 ・か ば ・時計 修理,ベ ッ ド用 品 ・家






呼び売り商人 飾 り売 り,安価日常用品 ・食べ物売 り
露 天 商:農 水 産 品 〔果物 ・野 菜 ・鶏 ・卵 ・魚 ・茶 ・米)
売 り,野 外 食 堂,食 べ 物 売 り,煙 草 ・漢 方 薬 売 り,飾35万 人
り ・廉 価服 装 ・靴 ・日常 用 品 ・ニ セ ブ ラ ン ド品 ・麻 雀 ・
色 情 出 版物 ・ニ セ印 刷 物 売:〕。
借店経営者=小 飲食店経営,国.有・集団所有の大中型商
店の部分の空間を借 り流行中の服装 ・かば ・靴 ・特効薬
などを販売
廃 品 回 収 業:鉄 鋼 ・金属 ・瓶 ・本 ・新 聞 ・雑 誌 ・紙 ・日
常 用 品 の 回 収,工 場 下水 道 か ら ガ ソリ ンの 回収 な ど
一一一一一.一一一一一.2万人
建設業の非常雇労働者 ・臨時工,室 内装飾業者 42万.入
.一一一一.一一一一国有工場の生産現場,大 学 ・病院 ・公共部門の食堂 ・招
待所 ・清掃部門の非常雇労働者 ・臨時工
一丁 π買 置 ■一 一 一冒 一 一一
30万人フ ォーマ ル ・セ
ク タ ー
直 接 依存 部 門
一一一一一一集 団所 有 ・私 有 企 業(飲 食 店 ・旅 館 ・.1:場な ど)の 従 業
員
7一-一-■ 冒 一一 ■ 一■ 一
30万人1
一.一家事 サー ビス(赤 ち ゃん ・老 人 ・障 害 者 看 護,買 い物 ・
料 理 ・洗 濯 サ ー ビ ス,な ど)労 働 者
一一一一一一-尼-胃 冒 一 ■
3万人
フ ォー マ ル ・セ ク ター に含 まれ る主 な職 種
L
市外の地方政府 ・社会団体 ・企業の上海駐在員,市 外の
国有建設会社社員など
10万人
(資料)第5回 上海流動人 口調査 の.「流 入 目的調査 」及び 「上海 第3次 産業 センサ ス ・1992」
(上海統計局編)に より推 定,作 成。
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所得層 の人数 は流入労働力全体 の約1-2%を 占めてい ると推定される。
ロ)平 均所得層 とは,年 収(貨 幣収入)が 上海労働 者の平均年収の1-3倍
に相当する者 を指 し,建 築チームの幹部 ・小飲食店 ・修理業 ・美容 業など
の経営者 および固定の場所 で服装 ・靴 ・果物 ・農産品 ・土産 ・特効薬 を販
売す る商売人か ら構成 され る。彼 らの貨幣収入は普通の市 民よ り高 いが,
住宅配分お よび退職金 ・医療保健 ・了.供の9年 義務教 育な どの福祉制度の
対象か らは除外 されている。1993年の上海の市区の住 宅市場で は,40平米
建 築面積 の中古住宅 の毎 月の平 均家賃 はほぼ上海 の勤労世帯(夫 婦共働
き)の 平均 月収 である とい う相場 を考 える と1さ〉,彼らの実 質所得水準 は上
海の普 通市民 と近いあ るいはやや低 い。 この平均所得層の人数は約15万人
で,イ ンフ ォーマル ・セ クターの流入労働力全体の約9%を 占めている。
ハ〉 低所得層 とは,年 収(貨 幣収 入)が 上海労働者の平均年収を下回る者 を
指 し,国 有企業 ・公 共部門 ・集 団企業 ・私有.企業な どの事 業.体と家庭で働
いている流人労動 者の全部,建 設業の流入労働者のほ とん ど,自 営サー ビ
ス業 ・伝統部門の経営者 の多数及ぶ 中間部門の一部か ら構成 され る。92年
の第3次 産業調査(第7図 〉 によると,私 有企業に雇用 され てい る流入労
働者(女 性 を中心〉 および多 くの露天商は最低収 入者 となってい る。
低所得層の総人数は約140万一150万で,'インフ ォーマル ・セクターの流入労
働力の9割 弱を占めている。彼 ら も多 くの福 祉制 度に恵 まれていないので,そ
の実 質的な所 得水準 は上海の普通市民 の50%以下 と考えてよい。一方,[中 国
統計年鑑 ・1993]による と,1992年に,.E海市 の都市部 と農村部の住民 の食費
支 出のエ ンゲル係数 はそれぞれ55.8%と43.1%であ る15,。したが って,上 海 の
普通市民 の居住水準 および飲食水準か らみれば,イ ンフォー々 ル ・セ クターの
流.人労働.刀の9割 近 くを占め る彼 らは実にぎ りぎ りの生計 しか維持 で きない と
い える。
15).卜海 市 土 地制 度 改 革 弁 公 室 な ど,〔1994},「上 海 房 地 産il∫場1993」,中国統 計 出版 社 。












































本節 の以上の分析を整理する と,次 の2つ の結論が得 られる。
(D流 入労働力のほ とん どが,イ ンフ ォーマ ル ・セ クターに就業す ることに
なるのが上海の現状で ある。言い換 えれれば,移 動者 はこの結果 を覚悟 し
て,上 海に流.入したのであ ると考え られる。 したが って,厳 密 にいえば,
流動入目の移動 の発生 に重要な影響 を与 える と見 られ る 「地域 間の所得格
差」 は転 出地 の所得水準 と転入地の平均所得水準 の格差 でな く,転 出地の
所得水準 と転.入地 のインフォーマル ・セクターの所 得水準 の格差であ る と
いえよう。.
② イ ンフ ォーマ ル ・セ.クターで働 いてい る流入労働力 の約9割 の実質所得
は上海の普通 市民の50%以下で あ り,最 低 の生計 しか維持で きない。一方,
統計 によると,92年の時点で,全 国の どの都市で も,都.市戸籍を持つ労働
者の所得水準 は上 海の同水準 の50%を越えている。 また,華 南 ・中心華東
などの沿海諸省 の農村部 で も農民 の収 入が上昇 しつ つ あ り,.ヒ海の イ ン
フォーマル ・セ クターでの所 得水準 に近接 してい る。 したが って,上 海の
流動人口の うち,都 市部 と一部の経 済先進省の農村地域か らの転 入者 の比
率の急落は当然 の ことであ ろう。
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V対 外 開放 とインフォーマル ・セクターの肥大化
イ ンフォーマル ・セクターはよ く 「自己膨 張の雇用 セク ター」 といわれてい
る。それゆえ,イ ンフ ォーマル ・セ クターの肥大 化現象 を単 なる急激な人口移
動の結果 と して取 り扱われ る場.合が多い1%し か し表5は,.L海 に流 入 した流
動人口(労 働 力〉 のほとん どが インフォーマル ・セク ター に吸収 されている こ
とを示す とともに,こ れ らのインフォーマル ・セ クター職業の うち,約3分 の
2は フ ォーマ ル ・セ クター と強 く関連 してい るこ とも明 らか とな った。 した
が って少 な くとも93年の時 点で,上 海の インフォーマル ・セク ターの肥大 化は
主 に都市 の社会 ・経済需要から生 じた現象であ り,フ ォーマル ・セクターを補
助す る部 門の成長 ともいえるだ ろう。 この意味では,上 海 のイ ぞフ ォーマル ・
セ クターの肥大化は,人 口流入 の結果で もあ るが,流 動 人口の急増 の要因で も
ある とい える。
ところで,80年代後期以 降に上海 にお けるインフォーマル ・セクターの肥大
化 はどの ような経 済環境 の もとで進んでいるので あろ うか。本節は,外 資導入
を中心 とす る対外 開放過程 に伴 って生 じた現 象に着 目 し,上 海の インフォーマ
ル ・セ クターの膨 張要因を分析す る。
1.外資導入の推移
上海の外資導入(直 接投資)は80年代初期か らス ター トしてはい るが,本 格
的 に外国資本の進 出が は じまったのは国有地 の有償譲渡が実行 された1988年か
らであ る。そ して,1990年に国家 プロジ ェク トとしての浦束(東 上海)開 発の
決定,さ らに1992年に 「社 会主義市場 経済 体制」 の確 立 と開放政策 の加速 に
よって,上 海は90年代 の中国の対外 開放 の中心拠点 にな り,外 資導入 は華南 と




8000に伸 び,従 業員は30万入を越 えている。第8図 は1988年以 後,特 に90年代
に入 ってか らの上海への外 資進 出ぶ りを示 してい る。第1表 とこの図か ら,88
年以来醍)流動 入IIの急増 と外資進 出 との関連が見 えて くる。
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上海全 体の労働力市場 の変化 をみ る と,最 も注 目すべ きことは外 資進出 に
伴 って起 きた次 の3つ の現象であ ると思われ る。
(D建 設ブームに伴 う省外 建設 チームの急増
対 外開放 に伴 って,上 海 は,重 要な国際大都市を 目指 して,遅 れ ている社会
基盤施設 の整備 と住宅建 設 に積極 的に取 り組んでいる。特 に,1988年の土地譲
渡制 度の発足 ・199⑪年の浦東新 区の開放 ・開発以来,大 規模 な外資が導入 され
ると ともに,中 央 ・地方か らの国内投 資 も殺到 し,大 橋 ・道 路 ・空港 ・地 下
鉄 ・通信 セ ンター などの重大 プロ ジェク トの実施および高級 ホテル ・オフィス
128(462)第158巻 第4号















出 所)「 上海 統 計 年 鋤994」 に よ り作 成
このような建設 ブームの もとで展開 された工事規模 は,は るか に上海の建設
会社 の能力 を越え るので,約4分 の3の 土 木工事 は下請 けの形で,市 外の工事
チームに依存する しか ない.こ れ らの 市外一L事チームの内 に,設 備の相対 的良
い国営会社 もあ るが,多 くは設備の悪い農村建 設会社で ある。工事の下請け人
(会社)は 設備投 資の代わ りに,農 村 の廉価労働 力 を大量雇用す るこ とは普通
のや り方であ る。 これ らの工事 チー ムに親 人されている農村労働力の多 くは下
請 け人 と数 日か ら数月まで の非常雇契約 を結 び,上 海の.インフ ォーマル ・セク
ターの主 な部 分 とな ってい る。表5か らみ られ る ように,93年 の上海 イ ン
フ ォーマ ルー ・セ クターの労働者の うち,建 設業 に働い てい る ものは42万人で,
総数 の約4分 の1に な っている。工事現場 の仮設住居で の労働者 を含めば,そ
の総数L*,5Df人を越えている と推定 され る。
② 市民の消費パ ター ンの変化 とサー ビス需 要の急増
対外 開放 に伴 って,外 資進 出の急増だ けでな く,経 済先進国の生活様式 も上
海市民 に浸透 しつつあ る。所得水準 の上昇お よびいわゆるデモ ンス トレー シ ョ
ン効果 によって,こ の十数 年間に上海市民の消費パ ター ンは大 きく変わ ってお
り,衣 ・食 ・住 ・行(交 通)・娯楽 ・社交 な どのすべ ての面 の消費 ・サー ビス
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需要が これ まで類 にないほ ど喚起 された。それ と同時 に,中 国経済の市場経 済
化 によって,経 済 の中枢都市 としての上海の金融 ・貿易 ・交通 ・通信 諸分野 の
発展 毛強 く要請されている。 その結果.50年代一.・一.80年代初期の閻に 「消費都市

















ところが,第3次 産業の諸職種によって,収 入や社 会地位が大 き く違 う。銀
行 ・外資系の ホテル ・商社 ・大手百貨店 ・高級 品販売店 などには志望者が殺到
してい るが,町(原 語 は街道〉の飲 食店 ・旅館 ・八百屋,学 校 などの公 共機構
の食堂や招待所な どの職場では上海籍 の若 い女性 の姿 は消 えつつあ り,そ の代
わ り10数万 人の農村出 身の若 い女 性が非常雇 の 「臨時工」(臨時職員)と して
雇用 されている。 また修理 業 ・家事 サービス業 ・新鮮野菜の販 売な どの分野 の
主な担い手 もほ とん ど流動 人口で ある。
(3)国有企 業の労働 力の構造 的な不足
周知の通 り,中 国の国有企業で は,企 業内の余剰労働 力問題がか な り厳 しく
な っている。国有企業 の最 も集 中 してい る最大..1:業都 市 ヒ海 もその例外で はな




い る。 しか し,対 外 開放 に伴 って,こ の国有企業 さ え,「労働力 の不足」 とい
う不思議 な現象が起 きてい る。
調査 による と,50年代 一70年代若者の憧れの大 ・1}1型国有企業 は,経 営体質
と各種 の課される社.会負担(例 えば,従 業員に対す る年金,医 療保険,住 宅,
ない し子供 の教育 などの提 供)に よ って,市 場競争力が落 ち,さ らに80年代後
半か ら外資系企業の進出 と第三次 産業 の成長 に伴 って,若 者の間て国有企業 の
人気 は急落 してい る。特 に 「3K]の イ メー ジが強 い紡績工 業 および化学..1:
業 ・金属工業 ・造船工業な どの分野 の工場 の生産現場の仕事 に対 して,上 海 出
身の新規応募者の数 は急減 し,ゼ ロだ ったケース もあ った とい うことである。
一方 ,多 くの国有企業では,非 生産現場 の職員が余 ってい るが,従 来の経営体
制 の もとで,こ れ らの余剰 労働 力を生産現場へ異動 させ ることは至難 の ことで
ある。 こう して,多 くの国有工場 は労働力過剰問題 に悩 まされなが ら,労 働力
の 「構造的な不足」に直面 しなけれ ばならない。結 局,現 在上海 の多 くの国有
企業 は安徽省 をは じめ とす る低所得省の農村か ら,「合同工」・「臨時工 」(雇用
契約は数 ヶ月一 数年)な どの非正式 な社員を雇用 して,生 産現場 の運営を維持
している。 また,こ れ らの外省労働 力は..ヒ海の戸籍 を持たず,給 料が正式社員
よりやや低 いほか,住 宅の配分 ・退職金 の受給 な どの福祉権利が ないので,企
業 の経 済採算 にか な り有利 といえる。 こうして,近 年 には上海市の労働管理部
門か らの自粛要請が強い ものの,労 働力の需給両面か らの圧力に よって市外労
働力 を犀川 してい る上海の国有企業が増加 しつつあ る。93年に,上 海の国有工
場 を中心 とす る国有企業 ・機構で働い てい る市外労働力は約30万人にのぼ り,
ヒ海の イ ンフ ォーマル ・セ クター労働者の重要な構成要素 となっている。
以上の分析か らみ る と,外 資導入 を中心 とす る対 外開放は上 海での多 くの雇
用機 会を創 出 し,市 民の消費パ ター ンと職業の選択 に大 きな影響 を与 えてい る
ように見 られる。そ の結果,.h海の建設業 ・工業 ・サー ビス業 などの多 くの分
野 で,「3K」 性 のあ る現場職 の労働 者の 市内供給 の不足現象が 起 き,市 外労
働 力の急増 を もた らしてい るのである。 したが って,.ヒ海のイ ンフ ォ.一マ ル ・
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セク ターの肥大化お よび流動 人口の急増 の最 も直接 的な誘因 は近年の外資進出
を中心 とす る対外開放 にあ ると言 えよ う。
VI結 び
本稿 は上 海を例 として,中 国の大都市におけ る 「流動 人口」 の急増現象 の実
態 とその背 景を考察 した。.主な分析結果は次に示されている通 りであ る。
(1)80年代後期以降か ら,上 海における 「流動人 口」 は急増 してお り,そ の
多 くは経済的動機で農村か ら転出 した若い労働力で ある。
(2)88年以前 と くらべ ると,93年に上海における流動人 口の うち,都 市部 お
よび平均所得の高い省か ら転 入 した ものの比率 は急減 し,平 均所 得の低い
省か らの転入者が急増 してお り,省 別流動 人口の増加幅 は転出地 の地域所
得水準 と負の相関を持 っている.
(3)流入労働力 の9割 以 ヒは,い わゆ るインフォーマル ・セク ターに依存 し
てお り,そ のほとんどの実質所得水準 は,上 海の普通 の市民の半分以Fで ,
ぎ りぎ りの都市生活 をしてい る。従 って,.ヒ海へ の移動 を左右 す る 「地域
間所 得格差」 とは,転 出地 の所得 水準 と転 入地 の イ ンフ ォーマル ・セ ク
ターの所得水 準の格.差で ある と..卜分 に考 えられ る。
傾 外資導入 を中心 とする対 外開放 は,「3K」 性 のあ る現場職 の労働者の
.市内供給 の不足 を起 こ し,上 海の インフォーマル ・セク ターの肥大化 と流
動人 口の急増 の最 も直接的な誘 因 と見 られ る。
以.ヒの分析結果 によって,こ れか らの中国で は外資進出の沿海大都市への集
中が続 くか ぎ り,低 所得 の内陸諸省か ら転出す る流動人口はさ らに急増す るこ
とが予想 で きよ う。 この膨大 な流動人 口の発生は中国経済の成長にプラスの影
響 を与 えることを否定で きないが,こ れか ら.の中国の多 くの都.市問題 の もとに
な るか もしれ ない。半 世紀前の上海 は西太平洋地域の最 も栄 した国際都市 と言
われ るが,当 時最 もひどい スラム も上海にあ った ことが忘 れることがで きない。
外資企業 の急進 出 と流動.入口の急増は上海をは じめ とす る中国 の大都市の不動
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産市場 ・居住環境 にどのよ うな影響 を与え ることにな るのか,こ れ らは今後 の
研究課題 としたい。
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